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TOPICS
人口の推移
平成31年2月末現在

男 4,161人

女 3,685人

計 7,846人

3,967世帯

2019

定
期
便
り

第 35号
今 月 の 担 当

上月 幸雄
風の帰る森 事務局

　
新
年
度
を
迎
え
風
の
帰
る
森
（
以

下
、
風
森
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗

と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

▼
本
館
工
事
に
つ
い
て

　
本
館
工
事
と
周
辺
整
備
に
つ
い
て

は
本
年
度
中
の
完
了
を
目
標
に
進
め

て
お
り
ま
す
。
現
在
、
銭
田
森
林
公

園
に
は
日
々
様
々
な
業
者
の
方
が
出

入
り
し
て
お
り
、
内
外
装
の
仕
上
げ

に
勤
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
周
辺
整
備

は
、
進
入
道
路
や
駐
車
場
の
整
備
が

始
ま
る
予
定
で
す
。

▼
運
営
に
つ
い
て

　
一
般
社
団
法
人
久
米
島
風
の
帰
る

森
が
運
営
組
織
と
し
て
事
業
構
築
を

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
子
ど
も
た
ち

が
日
常
的
に
集
ま
る
場
と
し
て
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
準
備
や
、
親

子
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
居
場
所

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
宿
泊
や

図
書
イ
ベ
ン
ト
な
ど
）
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
に
、
飲
食
や
物
販
の
準
備

も
進
め
て
い
ま
す
。

　
よ
り
現
実
的
な
収
支
計
画
や
持
続

可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
定
し
、
人

員
体
制
も
整
え
て
い
く
１
年
に
な
り

ま
す
。
支
援
者
に
蒔
い
て
い
た
だ
い

た
「
風
の
帰
る
森
」
と
い
う
種
を
時

間
を
か
け
て
丁
寧
に
育
て
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
町
民
の
皆
さ
ま

に
風
森
の
活
動
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
を
一
つ
で
も
多
く
作
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

お問合せ プロジェクト推進課 ☎098-985-7141
風の帰る森はwebサイトにて進捗情報を発信しております！
URL :  http://kazenokaerumori.com 　　 　　@kazenokaerumori   　　　　kazenokaerumori 

一般社団法人 久米島風の帰る森　kazemoristaff@gmail.com

△本館施設完成イメージ図

　農業委員会総会（許認可業務の審議会）が開催されました。
　町農業委員会では、２月25日仲里庁舎において、平成30年度第11回農業委員会総会を開催し、
申請のありました案件を審議しました。
　①　農地法第３条の規定による許可申請　　　　　→２件　審議の結果許可されました。
　②　農用地利用集積計画（案）に係る意見について→３件　審議の結果許可されました。

平成31年度第１回（４月）農業委員会総会の開催日　→　４月25日（木）
許可申請書及び届出書等の申請締め切り日　　　　　 →　４月15日（月）

お問合せ　農業委員会
☎985－7134



　

今
年
の
4
月
を
も
っ
て
平
成
の

元
号
が
終
わ
り
ま
す
。
平
成
は
バ

ブ
ル
と
と
も
に
始
ま
り
、
経
済
は

そ
の
後
、
長
い
デ
フ
レ
に
突
入
し
、

失
わ
れ
た
20
年
、
就
職
氷
河
期
の

到
来
、
未
曽
有
の
自
然
災
害
、
少

子
高
齢
化
と
様
々
な
課
題
に
直
面

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
経
済
は

徐
々
に
回
復
を
み
せ
、
近
年
で
は

若
年
層
の
就
職
率
は
過
去
最
高
水

準
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
効
果
が
地
方
に
及
ん
で
い

る
か
と
言
え
ば
、
そ
の
実
感
は
薄

く
、
地
方
の
経
済
環
境
は
依
然
、

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
国
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
少
子
高

齢
化
に
立
ち
向
か
う
た
め
、
こ

の
秋
か
ら
幼
児
教
育
無
償
化
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
未
来
を
担
う
子

供
た
ち
に
大
胆
に
投
資
し
、
子
ど

も
か
ら
現
役
世
代
、
お
年
寄
り
ま

で
、
全
て
の
世
代
が
安
心
で
き
る

よ
う
、
社
会
保
障
制
度
を
、
全
世

代
型
へ
転
換
し
、
女
性
も
男
性
も
、

若
者
も
高
齢
者
も
、
障
害
や
難
病

の
あ
る
方
も
、
誰
も
が
そ
の
能
力

を
存
分
に
発
揮
で
き
る
「
一
億
総

活
躍
社
会
」
を
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

沖
縄
県
内
の
経
済
状
況
に
お
き

ま
し
て
は
、
3
年
後
に
復
帰
50
周

年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
間
、
沖
縄
振
興
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
社
会
資
本
の
整
備

が
進
展
し
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト
産
業

や
情
報
通
信
関
連
産
業
等
が
大
き

く
成
長
す
る
な
ど
、
自
立
型
経
済

の
構
築
に
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
が
で

て
き
て
お
り
、
平
成
29
年
度
の
入

域
観
光
客
数
に
お
い
て
は
5
年
連

続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
、
同
年

の
年
間
失
業
率
は
3
・
9
％
、
有

効
求
人
倍
率
は
年
度
平
均
で
1
・

13
倍
と
な
り
、
い
ず
れ
も
改
善

し
、
雇
用
情
勢
が
好
転
す
る
な
ど
、

県
経
済
は
好
調
に
推
移
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
1
人
当
た
り

の
県
民
所
得
、
子
ど
も
の
貧
困
率
、

求
人
と
就
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
、
若

年
層
の
離
職
率
、
人
手
不
足
な
ど

の
課
題
も
あ
り
、
こ
う
し
た
課
題

に
対
応
し
た
施
策
を
力
強
く
推
進

し
て
い
く
と
と
も
に
、
好
調
な
経

済
を
更
な
る
発
展
に
つ
な
げ
る
べ

く
、
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
自
然
環
境
の
保

全
や
教
育
、
福
祉
、
医
療
等
の
各

分
野
の
施
策
展
開
を
通
し
て
、
沖

縄
ら
し
い
優
し
い
社
会
を
構
築

す
る
た
め
、
ア
ジ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
を
取
り
組
む
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
経
済
全
体
を
活
性
化
さ
せ
、

持
続
的
に
発
展
す
る
好
循
環
社
会

を
創
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
本
町
に

お
い
て
は
「
第
2
次
久
米
島
町
総

合
計
画
」
を
基
軸
と
し
、
国
や
県

の
関
連
部
局
と
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
、
海
洋
深
層
水
な
ど
の
自
然

資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
施

策
「
久
米
島
モ
デ
ル
」
実
現
に
向

け
て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

本
施
策
に
つ
い
て
は
国
際
社
会

が
共
通
の
目
標
と
し
て
掲
げ
る

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
エ
ス
・

デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
（
S
D
G
s
）」

に
も
合
致
し
て
お
り
、
国
内
外
か

ら
の
注
目
も
高
く
産
業
視
察
観
光

に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と

か
ら
産
・
学
・
官
で
構
成
す
る
「
国

際
海
洋
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活

用
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
に
お

い
て
受
け
入
れ
態
勢
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
、
町
民
が
主
体
的
に

活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
「
ド

リ
ー
部
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が
日
本
全

国
の
地
方
自
治
体
や
市
民
の
優
れ

た
活
動
を
表
彰
す
る
第
13
回
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
大
賞
に
2
千
余
り
の
応

募
が
あ
る
中
、
ノ
ミ
ネ
ー
ト
の
1

つ
に
選
ば
れ
、
特
別
審
査
員
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
こ
と
は
、
本
町
に

と
り
ま
し
て
も
大
き
な
励
み
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
同
活
動
が
町
全
体
に

波
及
で
き
る
よ
う
な
支
援
策
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
協
働
で
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

以
上
の
基
本
的
な
方
針
に
基
づ

き
、
平
成
31
年
度
に
実
施
す
る
施

策
に
つ
い
て
そ
の
骨
子
を
申
し
上

げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

農
業
の
振
興 	

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
さ
と
う
き

び
等
で
担
い
手
不
足
の
問
題
な
ど

経
営
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に

は
、
国
の
農
業
政
策
で
あ
る
沖
縄

県
次
世
代
人
材
投
資
事
業
（
青
年

就
農
給
付
金
事
業
）
の
活
用
に
よ

り
、
担
い
手
育
成
を
積
極
的
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
中
間
管
理
事
業
に

よ
り
、
担
い
手
に
農
地
集
積
を
進

め
て
い
く
と
同
時
に
栽
培
技
術
や

経
営
能
力
の
向
上
な
ど
、
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
で
生
産
さ
れ
た

農
産
物
を
加
工
し
、
付
加
価
値
を

付
け
て
販
売
す
る
6
次
産
業
化
に

積
極
的
に
取
り
組
み
地
域
の
活
性

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

●
さ
と
う
き
び　
「
さ
と
う
き
び

農
業
機
械
等
リ
ー
ス
支
援
事
業
」

に
よ
り
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
及
び
株
出

管
理
作
業
機
械
を
導
入
し
、
刈
り

取
り
か
ら
肥
培
管
理
の
機
械
化
を

推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
さ
と
う
き
び
優
良
種

苗
安
定
確
保
事
業
」
に
よ
り
、
優

良
種
苗
の
確
保
及
び
農
家
へ
の
普

及
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
町
単
独

事
業
に
よ
り
、
さ
と
う
き
び
振
興

協
議
会
の
支
援
、
干
ば
つ
・
灌
水

対
策
事
業
、
さ
と
う
き
び
共
済
掛

金
助
成
事
業
、
さ
と
う
き
び
病
害

虫
総
合
防
除
対
策
事
業
等
に
よ
り

さ
と
う
き
び
の
振
興
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

●
甘
し
ょ　
平
成
27
年
3
月
に
沖

縄
県
知
事
か
ら
拠
点
産
地
の
認
定

を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
生
産
拡

大
に
つ
な
が
り
、
平
成
29
年
度
に

は
生
産
量
が
県
内
一
位
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
加
工
施
設
の
稼
働

に
よ
り
、
甘
し
ょ
の
更
な
る
生
産

振
興
を
図
る
と
と
も
に
「
甘
し
ょ

優
良
種
苗
普
及
事
業
」
に
よ
り
優

良
種
苗
を
確
保
し
、
農
家
へ
の
普

及
と
生
産
拡
大
を
図
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
の
早
期
根

絶
を
目
指
し
て
薬
剤
の
助
成
を
引

き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
花
卉　
花
卉
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
県
花
卉
園
芸
農
業
協
同

組
合
と
連
携
し
、「
産
地
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
・
災
害
に
強
い
栽
培

施
設
事
業
等
」
の
導
入
に
よ
り
生

産
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
そ
の
他　
か
ぼ
ち
ゃ
の
生
産
出

荷
が
伸
び
て
き
て
お
り
、
今
後
沖

縄
県
の
拠
点
産
地
認
定
に
向
け
、

生
産
者
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
の
で
、
久
米
島
町
か
ぼ

ち
ゃ
産
地
協
議
会
を
中
心
に
「
産

地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
の
導
入

に
よ
り
生
産
振
興
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

●
畜
産　
全
国
的
に
肉
用
牛
取
引

価
格
の
上
昇
が
続
き
、
生
産
意
欲

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
に

引
き
続
き
沖
縄
県
の
「
畜
産
担
い

手
育
成
事
業
」
に
よ
り
畜
舎
、
草

地
等
の
整
備
を
行
い
、
ま
た
「
優

良
雌
牛
導
入
事
業
」
に
よ
り
母
牛

の
増
頭
及
び
品
質
向
上
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
町
単
独
事
業　
「
繁
殖
雌
牛
共

済
掛
金
助
成
事
業
」「
優
良
雌
牛

自
家
保
留
支
援
事
業
」
な
ど
に
よ

り
、
引
き
続
き
J
A
及
び
生
産
者

と
一
体
と
な
っ
て
畜
産
振
興
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
全
て
の
農
産
物
を

対
象
に
「
収
入
保
険
制
度
」
が
始

ま
り
ま
す
。
収
入
保
険
制
度
は
、

品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然

災
害
に
よ
る
収
量
減
少
だ
け
で
な

く
、
価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た
収

入
減
少
を
補
償
す
る
仕
組
み
で

す
。
町
と
し
て
も
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
周
知
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

水
産
業
の
振
興 	

　

漁
業
は
、
農
業
と
並
ぶ
島
の
基

幹
産
業
で
あ
り
、
次
の
施
策
に
よ

り
漁
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

水
産
業
は
、
第
二
次
久
米
島
町

総
合
計
画
基
本
構
想
に
基
づ
き
、

連
携
す
る
産
業
づ
く
り
及
び
、
多

面
的
な
漁
業
の
振
興
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
浮
漁
礁

整
備
事
業
」
に
よ
り
、
中
層
浮
漁

礁
の
整
備
や
水
産
加
工
処
理
施
設

及
び
海
業
支
援
施
設
に
お
い
て
、

マ
グ
ロ
や
モ
ズ
ク
、
車
エ
ビ
を
中

心
と
し
た
水
産
物
の
加
工
品
を

生
産
、
販
売
す
る
こ
と
で
、
水
産

業
の
振
興
発
展
、
漁
業
従
事
者
の

経
営
安
定
と
所
得
向
上
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
観
光
産
業
と
連
携

を
強
化
し
、
相
乗
効
果
を
創
出
し

て
い
く
こ
と
で
、
久
米
島
町
の
水

産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

商
工
業
の
振
興 	

●
商
工
業　

本
町
の
商
工
業
は
、

町
内
各
企
業
・
事
業
所
の
た
ゆ
ま

ぬ
ご
尽
力
の
も
と
、
製
造
業
を
中

心
に
年
々
着
実
な
成
長
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
人
材
確

保
や
人
手
不
足
と
い
っ
た
経
営
を

支
え
る
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、

雇
用
環
境
の
改
善
が
急
務
と
捉
え

て
お
り
ま
す
。
久
米
島
商
工
会
等

経
済
5
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
産
業
魅
力
化
事
業
や
創
業
支

援
事
業
等
に
よ
る
雇
用
確
保
支
援

や
雇
用
環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
久
米
島
特
産
品
販
路
開

拓
事
業
に
よ
り
、
商
工
業
の
経
営

安
定
に
必
要
不
可
欠
な
販
路
拡

大
・
開
拓
支
援
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
久
米
島
紬　
久
米
島
紬
事
業
協

同
組
合
と
連
携
し
な
が
ら
、
久
米

島
紬
の
伝
統
的
な
技
法
を
継
承
す

る
後
継
者
の
育
成
を
は
じ
め
、
国

指
定
重
要
無
形
文
化
財
の
ブ
ラ
ン

ド
の
維
持
を
図
り
つ
つ
、
販
路
拡

大
、
販
売
促
進
な
ど
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

久
米
島
紬
事
業
協
同
組
合
が
本

年
創
立
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま

す
。
組
合
に
お
い
て
「
周
年
記
念

事
業
」
を
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
町
と
し
て
施
設
の
整
備
や
素

材
確
保
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
産
業
の
振
興 	

　

観
光
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
久
米
島
町
観
光
振
興
基
本
計

画
に
基
づ
く
計
画
的
な
取
り
組
み

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

目
標
で
あ
る
観
光
入
込
客
数
12
万

人
達
成
は
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま

す
。

　

観
光
振
興
基
本
計
画
が
平
成
30

年
度
で
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か

ら
、
新
た
に
平
成
31
年
度
か
ら
の

5
年
計
画
と
な
る
「
第
2
次
観
光

振
興
基
本
計
画
」
を
観
光
協
会
及

び
関
係
機
関
と
連
携
し
、
協
働
で

策
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
に
お
い
て
は
、

新
た
な
観
光
振
興
の
指
針
と
な

る
「
第
2
次
観
光
振
興
基
本
計

画
」
に
基
づ
く
施
策
の
展
開
を
は

じ
め
、
観
光
振
興
の
担
い
手
で
あ

る
観
光
協
会
の
組
織
活
動
へ
の

支
援
、
久
米
島
観
光
の
知
名
度
、

認
知
度
不
足
の
解
消
を
図
る
た

め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
、

チ
ャ
ー
タ
ー
便
等
の
路
線
拡
充
に

繋
が
る
誘
致
継
続
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て

は
、
30
回
記
念
大
会
を
終
え
た
久

平
成
31
年
度 

施
政
方
針

は
じ
め
に

農
林
水
産
業
の
活
性
化

商
工・観
光
産
業
の
活
性
化

−島人みんなで織り上げる未来−

　
3
月
11
日
、
久
米
島
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
大
田
町
長
に

よ
る
平
成
31
年
度
の
施
政
方
針
演
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
施
政

方
針
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
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米
島
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
、
よ
り
充

実
し
た
魅
力
あ
る
大
会
へ
と
発
展

さ
せ
る
企
画
・
運
営
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ロ
・
ア
マ
野
球
等

の
キ
ャ
ン
プ
・
合
宿
の
継
続
及

び
誘
致
に
つ
い
て
も
、
関
係
団
体

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
む

と
と
も
に
、
コ
ー
ス
増
設
に
よ
り

ス
ケ
ー
ル
が
拡
充
し
た
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
に
つ
い
て
も
、
観
光
ボ
ト
ム

期
を
中
心
と
し
た
観
光
誘
客
ツ
ー

ル
、
本
町
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
中
核
と
し
て
の

活
用
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
11
月
に
は
、
本
町
出
身
で

琉
球
古
武
術
の
研
究
と
伝
承
に
尽

力
さ
れ
た
平
信
賢
氏
の
功
労
を
称

え
「
平
信
賢
師
顕
彰
琉
球
古
武
術

保
存
振
興
会
創
立
80
周
年
記
念
国

際
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
9
」
が
琉
球

古
武
術
保
存
振
興
会
主
催
に
よ
り

ホ
タ
ル
ド
ー
ム
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
国
内
外
か
ら
多
く
の

空
手
愛
好
家
が
来
島
し
ま
す
の
で
、

大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
誘
致
・

運
営
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
の
確
保 	

　

離
島
を
結
ぶ
航
路
は
、
住
民
や

交
流
人
口
に
と
っ
て
重
要
な
交
通

手
段
で
あ
り
、
物
流
、
観
光
及
び

産
業
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

特
に
、
航
空
路
線
は
利
用
度
の

高
い
交
通
手
段
で
あ
り
、
定
期
路

線
の
維
持
・
確
保
及
び
ジ
ェ
ッ
ト

便
の
増
便
等
、
輸
送
体
制
の
拡
充
、

利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
く
め
し
ま
」

の
老
朽
化
に
伴
い
、
航
路
事
業
者

が
新
造
船
を
導
入
し
、
本
年
7
月

か
ら
就
航
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
航
路
事
業
者
に
よ
る
造
船

は
用
船
料
が
多
額
と
な
る
こ
と
か

ら
航
路
経
営
が
圧
迫
さ
れ
、
航
路

の
安
定
的
な
維
持
・
確
保
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
も
新
造
船
の

買
取
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ

ら
に
町
民
の
利
便
性
向
上
及
び
交

流
人
口
の
拡
大
の
た
め
高
速
船
の

導
入
に
つ
い
て
も
継
続
要
請
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

町
営
バ
ス
は
、
町
民
の
通
学
・

通
勤
・
買
物
・
通
院
な
ど
重
要
な

生
活
交
通
路
線
で
あ
る
と
と
も
に

島
を
訪
れ
る
観
光
客
な
ど
に
と
っ

て
も
欠
か
せ
な
い
交
通
手
段
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
利
用
者
か

ら
運
行
形
態
に
関
す
る
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、

利
用
実
態
の
分
析
等
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
安
全
か
つ
定
時
運
行
に

努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
70
歳
以
上

の
高
齢
者
の
町
民
を
対
象
に
運
賃

無
料
化
を
継
続
し
外
出
支
援
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実 	

　

学
校
教
育
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、
変
動
の
激
し
い
21
世
紀
を
力

強
く
、
逞
し
く
生
き
抜
く
「
生
き

る
力
」
を
全
て
の
子
ど
も
達
に
育

む
こ
と
に
あ
り
ま
す
。「
生
き
る

力
」
を
育
む
と
は
、「
知
・
徳
・
体
」

調
和
の
と
れ
た
子
ど
も
の
育
成
だ

と
考
え
ま
す
。
そ
の
中
で
も
教
育

委
員
会
で
は
、
本
町
の
教
育
の
大

き
な
課
題
で
あ
る
『
学
力
の
向
上
』

を
基
軸
と
し
て
、
子
ど
も
達
一
人

一
人
に
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

　

学
力
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て

小
学
校
で
は
、
昨
年
度
全
国
学
力

学
習
状
況
調
査
の
総
合
正
答
率

で
、
ほ
ぼ
全
国
並
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を

継
続
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
中
学
校
で

は
、
総
合
正
答
率
で
県
平
均
を
超

え
、
全
国
平
均
に
迫
る
結
果
を
得

ま
し
た
。
今
年
度
も
県
平
均
以
上

を
目
標
と
し
全
国
平
均
と
の
差
を

さ
ら
に
縮
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
目
標
を
実
現
す
る
た

め
に
も
、
全
小
中
学
校
で
、
教
師

の
授
業
力
の
向
上
の
た
め
の
研
修

会
の
実
施
、
課
題
と
改
善
策
を
共

有
し
各
校
が
特
色
あ
る
取
り
組
み

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、
基
礎
学
力
向
上
学
習
支
援
員

を
、
小
学
校
3
名
、
中
学
校
に
4

名
、
合
計
7
名
配
置
し
、
基
礎
的

な
学
力
の
定
着
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
加
え
て
中
学
校
で
は
学
習

習
慣
の
定
着
と
学
習
へ
の
興
味
関

心
を
高
め
る
こ
と
を
図
る
た
め
に

放
課
後
自
主
学
習
の
場
「
し
ま
の

ま
な
び
や
」
を
開
設
し
、
生
徒
の

意
識
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
中
学
校
に
配
布

し
た
国
語
、数
学
、社
会
科
、理
科
、

英
語
5
教
科
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
I
C
T

機
器
を
積
極
的
か
つ
効
果
的
に
活

用
す
る
こ
と
な
ど
で
学
習
意
欲
及

び
学
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
併

せ
て
、
学
習
用
情
報
機
器
の
更
新

を
計
画
的
に
実
施
し
、
引
き
続
き

学
力
向
上
に
資
す
る
I
C
T
利
用

環
境
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

教
育
活
動
の
中
で
は
、
人
、
自

然
、
伝
統
文
化
な
ど
、
地
域
の
豊

か
な
教
育
資
源
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
久
米
島
の
良
さ
を
知
り
、

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う

な
子
ど
も
達
の
育
成
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
耐
震
基
準
に
満
た
な
い
と
思

わ
れ
る
学
校
施
設
の
耐
震
診
断
を

早
急
に
行
い
、
結
果
を
踏
ま
え
耐

震
補
強
工
事
を
実
施
し
、
安
全
な

教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
仲
里
幼

稚
園
と
清
水
幼
稚
園
の
2
園
に
各

2
ク
ラ
ス
3
名
の
幼
稚
園
教
諭
体

制
で
保
育
面
や
安
全
面
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
預

か
り
保
育
に
つ
い
て
は
、
仲
里
幼

稚
園
、
清
水
幼
稚
園
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
通
り
安
全
で
充
実
し
た

保
育
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
学
習
の
振
興 	

　

生
涯
学
習
の
充
実
を
図
る
た

め
、
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や

新
春
書
道
展
、
ま
た
各
種
講
座
・

体
験
活
動
事
業
等
を
展
開
し
、
幼

児
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
町
民

が
生
き
生
き
と
学
習
活
動
が
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
念
願
で
あ
る
図
書
館
建

設
に
つ
い
て
は
、
い
よ
い
よ
建
築

工
事
に
着
手
し
ま
す
。
平
時
は「
町

民
の
学
び
」
の
拠
点
で
あ
る
図
書

館
や
地
域
交
流
施
設
と
し
て
、
災

害
時
は
避
難
施
設
と
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

施
設
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
併
せ
て
、昨
年
度
よ
り
始
ま
っ

た
「
久
米
島
町
電
子
図
書
館
」
実

証
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
図

書
館
施
設
と
併
せ
て
生
涯
学
習
や

読
書
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
交
流
事
業
と
し
て
、

新
潟
県
十
日
町
市
と
の
な
か
さ
と

交
流
、
佐
賀
市
と
の
中
学
生
交
流
、

海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を
継
続

実
施
し
、
児
童
・
生
徒
の
視
野
を

広
め
る
と
と
も
に
将
来
の
久
米
島

を
担
う
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
町
民

の
健
康
・
体
力
増
進
を
図
る
た
め
、

久
米
島
町
体
育
協
会
な
ど
の
関
係

団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
町
民

運
動
会
や
水
泳
教
室
な
ど
の
各
種

体
育
行
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

久
米
島
中
体
連
行
事
と
し
て
も
実

施
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
競
技
で
あ

る
沖
縄
角
力
の
保
存
、
継
承
を
図

る
た
め
沖
縄
角
力
協
会
久
米
島
支

部
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

文
化
の
振
興 	

　

文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、
町
民

が
文
化
活
動
に
親
し
め
る
よ
う
文

化
協
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

関
連
行
事
の
活
性
化
を
促
し
文
化

活
動
の
充
実
発
展
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
災
害

に
よ
り
一
部
崩
落
し
た
具
志
川

城
跡
壁
の
積
み
直
し
を
最
優
先
と

し
て
、
指
定
文
化
財
の
整
備
、
修

復
を
計
画
的
に
行
い
、
学
習
教
材

や
観
光
資
源
と
し
て
の
保
存
活
用

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
久
米
島
博

物
館
で
は
耐
用
年
数
の
経
過
し
て

い
る
設
備
の
省
エ
ネ
化
を
図
り
つ

つ
、
来
館
者
の
た
め
の
よ
り
良
い

鑑
賞
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
、
企
画
展
、

講
座
、
各
種
教
室
等
の
開
催
に
よ

り
歴
史
・
文
化
に
関
す
る
情
報
の

発
信
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ホ
タ
ル
館
に
つ
い
て
は
、
希
少

種
等
の
保
護
調
査
や
児
童
生
徒
へ

の
環
境
学
習
の
場
、
観
光
客
に
対

す
る
自
然
学
習
体
験
施
設
と
し
て

の
効
果
的
な
利
活
用
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
4
月
に
は
「
全
国

ホ
タ
ル
研
究
会
久
米
島
大
会
」
が

開
催
さ
れ
る
事
か
ら
、
ク
メ
ジ
マ

ボ
タ
ル
を
、
自
然
と
の
共
生
、
環

境
保
全
、
あ
る
い
は
観
光
誘
客
の

軸
と
し
て
活
か
す
べ
く
、
久
米
島

の
自
然
や
環
境
を
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
校
給
食 	

　

学
校
給
食
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
豊
か
な
食
事
を
通
し
て
、
児

童
生
徒
の
健
康
増
進
、
体
位
の
向

上
及
び
正
し
い
食
習
慣
を
図
る
こ

と
、
共
に
食
事
す
る
こ
と
で
相
互

間
の
心
の
ふ
れ
あ
い
、
好
ま
し
い

人
間
関
係
の
育
成
の
場
と
し
て
、

社
会
性
を
養
う
こ
と
な
ど
を
ね
ら

い
と
し
て
、
教
育
活
動
の
一
環
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
引
き
続
き
、
学
校
給
食
の
目

的
、
目
標
、
役
割
が
周
知
で
き
る

よ
う
積
極
的
に
食
育
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
と
も
に
「
安
全
・
安
心
・

美
味
し
い
給
食
」
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
産
地
消
の
拡
大
に
向

け
て
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
地
元
産
の
食
材
を
学
校
給

食
に
活
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

老
朽
化
し
て
い
る
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
の

高
い
学
校
給
食
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
最
新
の
衛
生
管
理
基
準
に
適

合
し
た
施
設
整
備
と
す
る
た
め
、

移
転
建
て
替
え
事
業
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

久
米
島
高
校
魅
力
化 	

　

久
米
島
高
校
の
魅
力
化
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
島
外
か
ら
の
留
学

生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
久

米
島
町
地
域
支
援
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
「
通
称
じ
ん
ぶ
ん
館
」
に
は

現
在
26
名
が
入
寮
し
て
お
り
、
3

月
に
7
名
が
卒
業
し
、
今
年
度
は

10
名
を
受
け
入
れ
る
予
定
で
す
。

離
島
留
学
生
と
地
元
の
生
徒
及
び

地
域
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
お
互

い
に
刺
激
し
合
う
環
境
が
整
い
、

相
乗
効
果
に
よ
っ
て
国
立
大
学
、

有
名
私
立
大
学
へ
の
進
学
決
定
者

も
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
姉
妹
提
携
を

結
ん
で
い
る
ハ
ワ
イ
州
に
あ
り
ま

す
コ
ナ
ワ
エ
ナ
高
校
と
の
交
流
事

業
を
継
続
実
施
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

町
営
塾
で
あ
る
「
久
米
島
学
習

セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
生
徒
一
人
一

人
の
目
標
や
進
路
実
現
の
た
め
の

き
め
細
や
か
な
学
習
指
導
と
社
会

人
基
礎
力
を
身
に
付
け
る
た
め
ゼ

ミ
形
式
の
学
習
を
取
り
入
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
こ
に
通
う
生
徒
一
人

一
人
が
じ
ん
ぶ
ん
（
知
恵
）
と
知

識
を
身
に
付
け
、
世
の
中
に
羽
ば

た
い
て
い
け
る
よ
う
今
後
も
サ

ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
福
祉
に
つ
い
て
は
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
に

よ
る
地
域
福
祉
の
充
実
を
図
り
、

す
べ
て
の
町
民
が
安
心
し
て
健
や

か
に
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
食
料
品
や
生
活
必
需
品
な
ど
買

い
物
に
困
っ
て
い
る
地
域
で
実
施

し
て
い
る
「
移
動
販
売
車
」
に
よ

る
買
い
物
支
援
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
出
産
や
難
病
等
の
治
療

で
沖
縄
本
島
の
医
療
機
関
に
通
院

す
る
場
合
の
経
済
的
負
担
軽
減
対

策
の
一
環
と
し
て
、
安
く
長
期
滞

在
の
で
き
る
宿
泊
施
設
の
整
備
を

継
続
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

母
子
保
健
・
児
童
福
祉 	

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
「
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
島
の
実

現
」
の
た
め
に
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

教
育
・
文
化
の
充
実

福
祉
の
充
実
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保
育
園
に
つ
い
て
は
、
定
員
受

皿
の
確
保
や
待
機
児
童
解
消
を
図

る
た
め
に
は
保
育
士
確
保
が
急
務

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
確
保
は
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
状

況
を
解
消
す
る
た
め
、
人
材
育
成

を
行
う
こ
と
を
促
す
仕
組
み
が
必

要
で
あ
り
、
保
育
士
の
安
定
的
な

確
保
・
定
着
の
た
め
に
環
境
整
備

に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
学
童
ク
ラ

ブ
開
所
に
向
け
て
民
間
団
体
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

子
育
て
支
援
と
し
て
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
も
平
成
30
年
7
月
に
開
設
し
、

今
後
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

新
た
に
子
育
て
支
援
策
と
し

て
、
出
産
祝
品
贈
呈
事
業
を
お
こ

な
い
、
子
育
て
費
用
負
担
の
軽
減

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を

図
る
た
め
、
旧
仲
里
改
善
セ
ン

タ
ー
跡
に
幼
児
か
ら
小
学
生
が
気

軽
に
安
心
し
て
遊
べ
る
公
園
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
4
月
よ
り
公
立

久
米
島
病
院
に
お
い
て
「
子
ど
も

療
育
外
来
」
が
新
た
に
開
設
さ
れ

ま
す
。
同
外
来
で
は
、
注
意
喚
起

欠
陥
・
多
動
性
障
害
な
ど
の
発
達

に
特
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
子
を

早
い
段
階
で
、
専
門
医
や
言
語
聴

覚
士
、
作
業
療
法
士
な
ど
の
専
門

職
に
診
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

社
会
生
活
上
の
困
難
さ
が
解
消
さ

れ
る
こ
と
か
ら
療
養
費
の
一
部
を

助
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
の
養
育
力
及
び
地

域
で
の
子
育
て
支
援
機
能
の
低
下

な
ど
、
子
ど
も
の
育
ち
や
子
育
て

を
め
ぐ
る
社
会
的
、
経
済
的
な
環

境
変
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

子
ど
も
の
環
境
動
向
把
握
の
観
点

か
ら
子
育
て
世
帯
の
経
済
状
況
、

生
活
状
況
、
子
ど
も
へ
の
影
響
、

支
援
ニ
ー
ズ
等
に
つ
い
て
調
査
・

分
析
を
行
い
ま
す
。

　

児
童
の
虐
待
の
対
応
と
し
て
関

係
機
関
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
行
い
、
児
童
虐
待
に
関

す
る
現
状
や
町
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
情
報
共
有
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
専
門
性
の
強
化

を
図
る
た
め
、
児
童
福
祉
司
任
用

研
修
を
は
じ
め
各
種
研
修
会
の
受

講
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り 	

　

喫
煙
や
多
量
飲
酒
、
栄
養
の

偏
っ
た
食
事
や
運
動
不
足
等
の
生

活
習
慣
の
乱
れ
は
、
体
を
徐
々
に

蝕
ん
で
い
き
ま
す
。
差
し
迫
っ
た

危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
、

ま
ず
は
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
、

特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
及
び
生
活

習
慣
病
の
重
症
化
予
防
に
向
け
た

取
り
組
み
を
よ
り
一
層
強
化
し
、

受
診
率
50
％
を
目
標
に
早
い
段
階

か
ら
周
知
活
動
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

子
ど
も
健
診
の
実
施
及
び
事
後

経
過
観
察
を
学
校
と
連
携
し
て
支

援
し
、
健
診
異
常
率
の
改
善
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組

み
と
し
て
実
施
し
て
い
る
健
康
増

進
施
設「
S
M
A
P
」（
ス
マ
ッ
プ
）

を
中
心
に
、
運
動
習
慣
の
定
着
を

図
る
た
め
、
町
内
の
事
業
所
と
連

携
し
内
容
を
充
実
さ
せ
、
利
用
者

を
増
や
す
よ
う
取
り
組
み
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
町
民
全
世
代

の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
で
は
糖
尿
病
が
深

刻
な
健
康
課
題
と
な
っ
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
琉
球
大
学
、
医
療
機

関
、
I
T
事
業
者
、
通
信
事
業
者

等
で
構
成
す
る
久
米
島
デ
ジ
タ
ル

ヘ
ル
ス
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
っ

て
久
米
島
特
有
の
糖
尿
病
を
誘
発

す
る
因
子
の
解
明
に
よ
り
、
糖
尿

病
解
決
の
有
効
策
を
見
出
し
、
糖

尿
病
に
よ
る
早
世
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
健
康
増

進
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

高
齢
者
福
祉 	

　

本
町
で
も
高
齢
化
率
の
伸
び
と

共
に
独
居
高
齢
者
や
夫
婦
の
み
の

高
齢
者
世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
認
知
症
高
齢
者
も
増

加
し
て
き
て
お
り
、
今
後
も
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
多
様
化
す
る

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
国
の
基
本
指
針
に
基
づ
き
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
図
り
な
が
ら
認
知
症
対
策
及
び

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業

及
び
成
年
後
見
制
度
推
進
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
福
祉 	

　

地
域
に
お
け
る
障
害
の
あ
る
人

の
社
会
参
加
の
機
会
の
確
保
や
、

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な

共
生
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
「
障
害
者
基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
就
労

継
続
支
援
（
B
型
）」「
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
」
の
各
事
業
所
と
連
携
を

図
り
、
障
害
者
の
自
立
支
援
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

当
事
者
・
保
護
者
の
高
齢
化
に
伴

い
、
現
存
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

だ
け
で
は
支
援
が
満
足
に
行
き
届

か
な
い
と
い
う
問
題
も
抱
え
て
お

り
ま
す
。
障
害
関
係
事
業
所
だ

け
で
な
く
「
社
会
福
祉
協
議
会
」

「
介
護
事
業
所
」
等
の
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

地
域
で
支
え
合
い
、
切
れ
目
の
な

い
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

生
活
困
窮
者
等
対
策 	

　

生
活
困
窮
者
等
や
地
域
の
要
援

護
者
を
早
期
に
把
握
し
、
自
立
・

就
労
に
向
け
た
様
々
な
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
、
総
合
的
・
一
体
的
に
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

久
米
島
の
豊
か
な
自
然
環
境
の

保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
快
適

で
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境
の
整
備

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ゴ
ミ
対
策 	

　

ゴ
ミ
の
な
い
島
づ
く
り
の
た
め

に
は
住
民
の
意
識
改
革
が
最
も
必

要
で
す
の
で
、
ご
み
の
分
け
方
、

出
し
方
に
対
す
る
住
民
意
識
の
啓

発
や
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
積
極
的
に
取
り
組
み
、
ゴ
ミ

分
別
を
徹
底
的
に
行
う
よ
う
指
導

強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
ポ
イ
捨
て

や
不
法
投
棄
は
依
然
と
し
て
見
受

け
ら
れ
、
特
に
廃
棄
家
電
の
投
棄

が
目
立
つ
状
況
に
あ
り
ま
す
。
不

法
投
棄
に
関
し
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
不
法
投
棄
監
視
員
を
配
置
し

監
視
す
る
と
と
も
に
役
場
、
区
長

会
、
警
察
が
連
携
し
た
対
応
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

漂
着
ゴ
ミ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
除
去
活
動
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
沖
縄
県
海
岸
漂
着
物
等

地
域
対
策
推
進
事
業
を
活
用
し
漂

着
物
を
回
収
、
調
査
、
環
境
教
育

活
動
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ゴ
ミ
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
焼
却
施
設
が
耐
用
年
数
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
施
設
の
更
新
に

向
け
て
整
備
計
画
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

環
境
美
化
・
赤
土
流
出
対
策 	

　

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
地
域
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
草
花
の
苗
を
提
供
し
花
づ

く
り
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
を

構
築
し
緑
化
推
進
の
意
識
向
上
を

図
り
ま
す
。
町
道
や
公
園
、
観
光

施
設
等
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て

除
草
や
草
花
を
植
え
て
快
適
な
生

活
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
土
流
出
に
つ
い
て
は
、

農
地
か
ら
の
流
出
が
依
然
と
し
て

続
い
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
の

で
、
久
米
島
赤
土
流
出
防
止
対
策

協
議
会
で
行
っ
て
い
る
、
防
止
板

の
設
置
・
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
植

え
付
け
・
緑
肥
の
播
種
・
心
土
破

砕
等
に
よ
る
対
策
及
び
営
農
指
導

に
よ
る
農
家
の
意
識
改
革
に
取
り

組
む
と
と
も
に
南
部
保
健
所
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
引
き
続
き
監
視
体
制
及
び
防
止

対
策
の
指
導
強
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

生
活
基
盤
の
整
備 	

　

町
民
の
生
活
・
福
祉
の
向
上
及

び
産
業
振
興
の
基
盤
と
な
る
町

道
、
農
道
、
漁
港
の
整
備
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
複
合
型
・
防
災

地
域
交
流
拠
点
施
設
、
兼
城
港
旅

客
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
公
共
施
設
の

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
沖
縄
県
が
実
施
す
る
県
道
、

港
湾
、
河
川
等
の
整
備
に
つ
い

て
も
積
極
的
な
取
り
組
み
を
求
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
安
心
し

て
使
え
る
水
を
確
保
・
供
給
す
る

と
と
も
に
環
境
に
配
慮
し
た
上
下

水
道
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

町
道
整
備 	

　

比
嘉
2
号
線
道
路
改
良
工
事
の

継
続
を
は
じ
め
、
儀
間
1
号
線
に

お
け
る
危
険
個
所
の
改
良
工
事
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

宇
江
城
城
跡
線
、
大
原
ビ
ー
チ
線

や
道
路
橋
点
検
に
お
い
て
早
期
措

置
段
階
の
判
定
を
受
け
た
島
尻

橋
、
真
謝
1
号
橋
な
ど
、
実
施
設

計
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
や
損
傷
度
に
応
じ
て
、

効
率
的
に
補
修
・
改
修
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

農
業
基
盤
整
備 	

　

水
質
保
全
対
策
事
業
の
耕
土
流

出
防
止
型
事
業
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
清
水
第
1
地
区
の

事
業
採
択
を
受
け
、
実
施
設
計
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農

業
基
盤
整
備
促
進
事
業
に
よ
る
農

道
及
び
排
水
路
の
生
産
基
盤
整
備

に
つ
い
て
も
継
続
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

農
業
水
利
施
設
保
全
合
理
化
事

業
に
お
い
て
は
、
農
業
水
利
施
設

の
管
理
上
の
不
便
、
コ
ス
ト
負
担

を
抱
え
て
い
る
地
下
埋
設
型
の
減

圧
弁
に
つ
い
て
、
地
上
型
へ
の
改

良
を
実
施
し
、
施
設
の
維
持
管
理

に
お
け
る
負
担
軽
減
や
水
管
理
の

省
力
化
・
安
全
性
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

　

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
や
水

質
保
全
対
策
事
業
及
び
か
ん
が
い

排
水
事
業
な
ど
整
備
を
必
要
と
す

る
地
区
に
つ
い
て
は
、
新
規
事
業

採
択
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
県
営
の
水
質
保

全
対
策
事
業
に
よ
る
圃
場
の
勾
配

修
正
や
排
水
路
、
沈
砂
池
な
ど
事

業
の
推
進
を
図
り
、
農
地
か
ら
の

赤
土
流
出
を
防
止
す
る
こ
と
で
海

岸
の
環
境
保
全
に
繋
げ
ま
す
。

漁
港
の
整
備 	

　

漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、
水
産

物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事
業
を
継

続
し
、
老
朽
化
が
進
む
防
波
堤
の

改
修
工
事
に
よ
り
漁
業
従
事
者
の

安
全
確
保
と
就
労
環
境
の
改
善
を

図
る
た
め
、
長
期
計
画
に
基
づ
き

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
に
策
定
し

た
儀
間
・
鳥
島
漁
港
の
海
岸
施
設

の
護
岸
、
離
岸
堤
、
突
堤
の
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
く
背
後
施
設
の

安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

上
下
水
道
事
業 	

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
上
水

道
整
備
基
本
計
画
及
び
各
施
設
整

備
を
進
め
な
が
ら
、
久
米
島
町
水

道
事
業
認
可
変
更
や
管
路
・
配
水

池
の
更
新
に
向
け
て
の
事
業
評
価

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
下

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
銭
田
地

区
の
下
水
道
整
備
を
図
る
と
と
も

に
接
続
率
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
上
下
水
道
使

用
料
徴
収
率
の
向
上
に
向
け
て
引

き
続
き
収
納
強
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

安
心
し
た
生
活
環
境
の
推
進
、

公
営
霊
園
の
新
設 	

　

火
葬
か
ら
告
別
式
ま
で
の
一
連

の
葬
儀
を
執
り
行
う
こ
と
が
出
来

る
火
葬
場
と
葬
斎
場
を
併
設
し
た

施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

も
、
施
設
の
適
正
な
管
理
運
営
に

取
り
組
み
更
な
る
安
心
し
た
生
活

環
境
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
久
米
島
町
霊
園
整
備
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
や
利
用
し
や
す
く
か
つ
質
の
高

い
施
設
整
備
に
配
慮
し
た
、
町
営

環
境
保
全
と
地
域
美
化
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霊
園
整
備
永
代
供
養
型
納
骨
堂
の

建
設
を
す
る
こ
と
に
よ
り
墓
地
の

確
保
、
景
観
の
配
慮
が
で
き
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
事

業
実
施
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

情
報
通
信
技
術
の
進
歩
に
よ
り

離
島
の
地
理
的
特
性
・
課
題
の
一

つ
で
あ
る
情
報
活
用
環
境
は
改
善

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
た
子
ど
も
た
ち
の

遠
隔
授
業
、
働
き
方
改
革
に
つ
な

が
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の

活
用
、
I
C
T
活
用
に
よ
る
電
子

図
書
館
の
利
用
な
ど
を
引
き
続
き

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

沖
縄
県
が
実
施
す
る
海
洋
温
度

差
発
電
の
実
用
化
に
向
け
て
の
環

境
づ
く
り
に
注
力
す
る
と
と
も

に
、
海
洋
深
層
水
な
ど
の
海
洋
資

源
利
活
用
に
よ
り
環
境
負
荷
の
低

い
産
業
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
化
石
燃
料
を
大
量
消

費
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
も
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
動
力
源
と
す

る
E
V
車
（
電
気
自
動
車
）
の
導

入
推
進
な
ど
同
様
な
取
り
組
み
を

行
う
自
治
体
と
連
携
し
て
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

各
種
災
害
へ
の
予
防
及
び
被
害

の
軽
減
に
努
め
、
町
民
の
生
命
・

身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
日
々
の

訓
練
を
積
み
重
ね
消
防
力
の
充

実
・
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
久
米
島
町
地
域
防
災
計

画
及
び
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

明
記
さ
れ
た
組
織
体
制
を
踏
ま
え

て
、
災
害
対
策
上
の
役
割
分
担
と

災
害
対
策
本
部
業
務
分
掌
を
明
確

に
し
、
初
動
対
応
の
流
れ
を
よ
り

実
効
性
の
あ
る
も
の
と
し
ま
す
。

消
防
体
制
強
化 	

　

複
雑
多
様
化
す
る
災
害
に
対
応

す
る
た
め
消
防
学
校
等
へ
の
消
防

職
員
、
団
員
の
研
修
訓
練
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
今
後
東
日
本
大

震
災
を
上
回
る
被
害
が
想
定
さ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
、
大
規
模

災
害
に
備
え
、
緊
急
消
防
援
助
隊

の
訓
練
や
各
種
訓
練
に
参
加
し
、

久
米
島
町
に
お
け
る
大
規
模
災
害

発
生
時
の
受
援
、
応
援
体
制
を
確

立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

救
急
業
務 	

　

救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
救
命

率
の
向
上
、
傷
病
者
の
負
担
軽
減

な
ど
質
の
高
い
救
急
医
療
を
住
民

に
提
供
す
る
た
め
、
計
画
的
に
病

院
実
習
や
追
加
講
習
を
実
施
し
、

救
急
隊
員
の
技
術
向
上
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
応
急
手
当
の
普
及
活
動

に
お
い
て
も
、
過
去
に
住
民
に
よ

る
A
E
D
を
活
用
し
て
の
応
急
処

置
を
施
し
た
救
命
効
果
事
例
が
あ

り
ま
し
た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
、

町
民
及
び
事
業
所
な
ど
へ
応
急
手

当
普
及
啓
発
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

火
災
予
防 	

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者
等
を

未
然
に
防
ぐ
目
的
で
、
設
置
指
導

を
行
っ
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
率
の
向
上
及
び
適
切
な

維
持
管
理
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
ホ
テ
ル
、
民
宿
等
の
防

火
対
象
物
が
安
心
安
全
に
利
用
で

き
る
よ
う
立
入
査
察
を
強
化
し
、

違
反
是
正
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

地
域
防
災 	

　

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め

に
、
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
及

び
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
の
育
成
強
化

を
図
り
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
こ
と
を
基
本
に
、

社
会
環
境
の
変
化
に
即
し
た
消
防

防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
図
り
な

が
ら
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

防
災
体
制
の
強
化 	

　

近
年
、
日
本
各
地
で
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
す
自
然
災
害
が
続
い

て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
昨

年
は
、
4
個
の
台
風
接
近
、
大
雨

に
よ
る
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
自
然
災
害
へ
の

対
策
を
充
実
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
、
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の

構
築
な
ど
災
害
情
報
の
収
集
・
発

信
体
制
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
災

害
対
応
の
資
機
材
の
備
蓄
や
避
難

施
設
の
機
能
強
化
、
関
係
機
関
と

連
携
し
災
害
時
に
備
え
た
物
資
等

の
供
給
体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
防
災
訓
練
の
充
実
を

図
る
と
共
に
、
関
係
機
関
の
相
互

連
携
や
広
域
応
援
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
平
成
31
年
度
予
算
案

の
総
額
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。

　

以
上
、
平
成
31
年
度
の
町
政
運

営
に
あ
た
り
、
私
の
所
信
に
つ
い

て
申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
人
口
減
少
」
に
歯
止
め
を
か
け

る
と
い
う
大
き
な
課
題
と
向
き
合

い
な
が
ら
、
そ
こ
に
暮
ら
す
「
す

べ
て
の
世
代
が
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
島
」「
町
民
が
安
心
し
て
暮
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続
け
ら
れ
る
島
」
を
目
標
に

し
、
町
民
一
人
一
人
が
「
夢
つ
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ぐ
島
」
の
実
現
に
向
け
、
と
も
に

知
恵
を
出
し
合
い
協
力
し
合
い
な

が
ら
行
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
と
議
員
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
私
の
施
政
方
針
と
い
た

し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
・
啓
発

消
防
・
防
災

一般会計	 8,478,622千円
国民健康保険特別会計	 949,011千円
後期高齢者医療特別会計	 77,258千円
下水道事業特別会計	 268,143千円
水道事業会計	 286,457千円
合　　計	 10,059,491千円

教育委員会だよりの掲載に寄せて

教 育 委 員 会 だ よ り

　町民の皆様こんにちは。日頃より、本町の教育活動にご理解ご協力をいただきま
して誠に感謝いたします。島のこどもたちが、確かな学力を身につけ、これからの

時代をたくましく生き抜く力を育んでいけるよう、学校、家庭、地域と連携しながら全力でとりくん
でまいりますので、今後ともご支援のほどよろしくお願いします。
　本町の幼稚園、小学校、中学校においては、今月より新学年度がスタートしました。子どもたちは、
新しい目標と希望を持って勉強に、スポーツに、そして文化活動に全力で頑張ってくれるはずです。
　そこで、子どもたちが学校や家庭、地域において頑張っている様子や活躍等を中心に、また教育委
員会に関わる情報などについて、本広報誌で紹介したいと考え、来月以降も継続して掲載していく予
定でおりますので、ぜひお読みいただき、子どもたちを激励してくださるようお願い申し上げます。

図書館
準備室
だより

LIBRARY

第6号

　電子図書館サービスが昨年11月から始まり、4ヶ月が経過しました。ご利用中の町
民の皆様より電子図書館に関する質問がありましたので、今月より分かりやすくお答
えします。

電子図書館って何？

　電子図書館とはインターネットがつながる環境
で、電子化された本を貸出・返却できるサービス
です。一般の電子書店では本などのコンテンツを
買って読むので、一度買えばいつまでも読むこと

ができますが、久米島町電子図書館は貸出サービスなので、
一定期間がくると返却することとなります。電子図書館には
右記のようなメリットと課題があります。

お問合せ　教育委員会　☎985-2287

■現時点での課題
・貸出可能な本（電子書籍）の数が少ない。
・インターネットの通信環境や端末（パソコ
ンやスマートフォンなど）の種類によって
は、利用に制限がかかる場合がある。

■主なメリット
・インターネットがつながるパソコンやス
マートフォンなどがあれば、いつでもどこ
でも好きな本が読める。
・画面上で、貸出や返却手続きができるので
便利。

教えて、電子図書館サービス　Vo.1 

教育長　吉野　剛

　久米島町ヤングフェスティバルが２月17日、具志
川改善センターで行われ、会場には保護者をはじめ
約400人が来場し、出演者に激励の拍手が送られま
した。14演目に15団体が参加し、フラダンスやピア
ノ演奏、バイオリン、エイサー太鼓、空手・古武道、
合唱など日頃取り組んでいる活動の成果を発表しま
した。初めての取り組みとして、玉城流てだの会玉
城千枝琉舞道場久米島支部の生徒が舞い、中島みゆ
き民謡研究会の生徒が地謡をつとめ、子どもらしい
元気な舞台となり、会を盛り上げました。

　経済産業省資源エネルギー庁の2018年度「わたしたちの
くらしとエネルギーかべ新聞コンテスト」に大岳小学校6年
生4人が作成した「球美の島POWER GENERATION新聞」が
全国3位にあたる「日本エネルギー環境教育学会特別賞」を
受賞しました。4人は海洋温度差発電、火力、太陽光、バガ
スの町内4つのエネルギー施設の発電方法を調査して、エネ
ルギー発電のしくみをまとめたことが評価されました。
　受賞した古見友音さん、又吉乃亜さん、喜久里紋音さん、
内間莉麗さんが大田校長とともに吉野教育長に受賞報告を
行いました。吉野教
育長は「今回の貴重
な体験を通して、中
学に入っても勉強に
励んでください」と
児童たちを激励しま
した。

わたしたちのくらしとエネルギー
かべ新聞コンテスト　大岳小３位受賞

日々の成果を発表
第17回ヤングフェスティバル

情
報
通
信
基
盤
利
活
用

の
推
進

−島人みんなで織り上げる未来−

9 8広報くめじま 2019　4月号 広報くめじま 2019　4月号



風を切って颯爽と！ンマハラシー
特別賞受賞　小川陽翔さん

　2月3日、沖縄こどもの国で第17回ンマハラシー（琉球
競馬）が行われ、久米島からは３人馬が出場しました。
大岳小学校４年生の小川陽翔さんは与那国馬のムギに騎
乗し準決勝まで勝ち進みました。惜しくも優勝とはいき
ませんでしたが、審査員による特別賞を受賞しました。
人馬の装飾の美しさを評価されての受賞となりました。
ンマハラシーは戦前500年程続いていた伝統的な競馬で、
５年前に沖縄市が復活させた後は毎年開催されています。

〝いのち〟をみつめる
映画「うまれる」上映会

　町内の子育てサークル「くめじまーま」は、3月3日に
映画「うまれる」の上映会を具志川改善センターで行い
ました。「うまれる」は、４組の夫婦の物語を通して、
自分たちが生まれてきた意味や家族の絆、命の大切さな
どを伝えるドキュメンタリー映画。高校生を含む64人
が来場し、時折涙を浮かべながら鑑賞しました。くめじ
まーまの仲地倫菜代表は「ご家族で見に来ていただけた
ことがとても嬉しい、またこのようなイベントを開催し
たい」と想いを述べました。

海洋深層水高度利用について視察
岡山県経済団体連絡協議会

　岡山県経済団体連絡協議会のメンバー 10人が2月28
日、3月1日の両日、久米島を訪れ現地視察を行いました。
車エビ養殖場、海ブドウ養殖場、ポイントピュールや沖
縄県海洋深層水研究所などを視察し、海洋深層水の利用
高度化に向けた発電実証による環境負荷の低減について、
現状と実態を確認しました。また、久米島町から町の産
業と今後のエネルギー政策について説明をし、意見交換
を行いました。

夢と希望を胸に旅立ち
　3月1日、久米島高校で卒業式が行わ
れ、60人の生徒が学び舎を巣立ちまし
た。卒業生のほとんどが、進学や就職で
島を離れ、新たな舞台へと旅立ちます。
卒業式終了後の花道では、後輩や保護者
が花束やお菓子のレイなどをプレゼント
しました。また、校門や体育館前などに
は園芸科２年の草花部の後輩たちが制作
したオブジェで華が添えられました。

■離島留学3期生が卒業
　町では、島外から久米島高校への入
学生を募る『離島留学制度』を平成23
年度より行っています。3月2日はその3
期生の卒業報告会が行われました。3年
間で感じたこと、成長したこと、お世話
になった方々への感謝の気持ちを伝えま
した。感極まって涙を流す場面も多々見
受けられる素敵な報告会でした。高校か
ら親元を離れ久米島に来るという決断を
し、この地で3年間を過ごしたみなさん
を久米島町は今後も応援します！

第７回久米島町長杯第５回
JALJTAカップ
パークゴルフ大会

　2月24日、久米島シーサイドパークゴルフ場
で「第７回久米島町長杯 第５回JALJTAカップ
パークゴルフ大会」が行われました。大会には
県外から117人、県内19人、島内72人の計208
人が参加しました。当日はあいにくの天気でし
たが、参加者は新しくできたアーラコースを含
めた５コース（45ホール）を楽しみました。大
会終了後は具志川改善センターで交流会が行わ
れ、島民及び参加者の交流を深めました。

たくさん花を咲かせてね
清水小学校卒業記念植樹

　清水小学校６年生23人は２月28日、学校構内に記念
植樹を行いました。PTAの発案で北原農園の協力によ
り(通称)クメノサクラを卒業生みんなで想いを込めなが
ら植樹。「きれいな花を咲かせてね」と優しく土をか
ぶせていました。児童たちは「卒業しても枯れないよ
うに見にきたい」「花が咲いたらうれしい」と中学生
になっても記念木を大切にしたいという想いを話して
いました。

大会の順位は下記のとおり

【男子の部】
　1位　糸　数　　　将（字鳥島）スコア121
　2位　上　里　憲　男（字儀間）スコア122
　3位　新　垣　盛　共（字大原）スコア122
【女子の部】
　1位　岩　村　悦　子（那覇市）スコア128
　2位　國　吉　裕　子（字鳥島）スコア131
　3位　米　谷　栄　子（大阪府）スコア132
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今月のテーマ 卒業と入学。時は早く過ぎていく。卒業と入学。時は早く過ぎていく。

　久米島学習センターでは、新 3 年生の入塾を 4
月末までと制限させていただいております。1、 2
年生は通年で入塾を受け付けておりますが、3 年
生は受験に備える準備時間が確保できないという
理由で、4月末を以て閉め切ります。
　また、新1年生は、この4月から5月末まで体
験入塾期間が 2 か月と、塾を無料で利用できる期
間が長めに設定されていますので、ぜひご活用く
ださい。入塾や通塾に関するご質問、ご意見などは、
下記のお問い合わせ先にご連絡ください。

新3年生の入塾は今月まで !!
　2月26日に、卒塾式を行いました。
15名の卒業生が、琉球大学をはじ
め、大学進学等を決め、塾を巣立っ
ていきました。
　こ の4月 か ら、
新天地での生活と
なりますが、受験
を乗り越えた皆な
ら絶対大丈夫！
がんばれ!!

卒塾式を行いました

春宵の 此一刻を 惜しむべし

～久米島！春の英書祭り！～

高浜 虚子

　久米島学習センターに英書が入荷されました！これを読んで、英語力
向上です♪
　今回“APOLLO13”“The Godfather”“Hamlet”を新たに加え、
塾の本棚には 7 冊の英書が蔵されています。英書は受験頻出レベルの英
単語の修得と、長文読解の速読や精読に大きな力となります。そよ風を
浴びながら読書、どうですか？

　新入生の皆様、ご入学おめでとうございます。
　ついこの間まで中学校にいたはず、なんて高校1年生もいるのでは
ないでしょうか。光陰矢のごとし、命短し恋せよ乙女、とはその通り。
　あっという間に時間は過ぎていきます。
　上句の「春宵の　此一刻を　惜しむべし」は、青春真っ只中の、そ
して過ぎ行く季節を惜しむ句です。高校生活は長いようで短いもの。
　毎日の生活を目的もなく生きるのでは、あまりにもったいない。こ
れを詠んだ高浜虚子は、大正と昭和を代表する俳人ですが、春の一句
と言えば「春風や　闘志抱きて　丘に立つ」も有名です。
　4月に入学し、5月には新元号と、新たな時代の幕開けを感じさせる
候です。誰よりも高みを目指してください。春風のように、蒼穹へ。

新二年生になって
次の目標へ
本気で頑張る！

みんなと勉強
みんなライバル

お問い合わせ
☎ 080-2128 -7114　　E-Mail：kumejuku@gmail.com
フェイスブックも更新中　「久米島学習センター」で検索！

フェイスブック
QRコード

久米島学習センター通信
町営塾久米島学習センターの日々の取り組みや生徒の成長の様子をお伝えします。

第44号

勉強に関するご質問など、お気軽にお問い合わせください！スタッフが丁寧にお答えします！

姉妹都市ハワイ郡
久米島高校×コナワエナ高校
　町では、姉妹都市提携をしているハワイのコナワエナ高校との交換留学を毎年実施。平成25年度に始まっ
たこの交流事業は「前村幸秀人材育成基金」を活用しており、これまでにのべ18人の久米高生が参加してい
ます。今年度も8月に3名の久米高生を派遣し、2月に3名のコナワエナ高校生の受け入れを行いました。派
遣生は、現地でホームステイをしながら高校に通います。語学力の向上だけでなく、お互いの国々の差異を
知ることで、異文化を理解する心を学ぶことができます。また、かけがえのない友人が外国にできるのもこ
のプログラムの魅力。多くの時間を共にしたホストブラザー・シスターと「また会おう！結婚式はハワイで
するから！」と再会を約束し、彼らを久米島空港から見送りました。

久米島高校生3人の報告書から、抜粋してご紹介します。

　ハワイの家庭では、夕食後に、家族団らんの時間を取らず、
個人の時間を大切にする傾向があります。また、学校には、
みな自由なファッションで登校をしていました。こういった
違いに最初は戸惑ったのですが、日本とハワイの文化の差
を学ぶことが出来ました。
　2月に交換留学生を受け入れた際は、意志の疎通がうまく
いかないことがあり、改めて言葉の壁、というものを実感し
ましたが、私はもちろん、家族全員が素晴らしい経験をす
ることができました！

　ハワイ交流を通して学んだことが2つあります。1つ目は
コミュニケーション能力が必要ということです。もっとうま
く現地の人と話せるように、会話を続けたり、些細な事で
も盛り上がれるような力を身につけるべきだと実感しまし
た。2つ目は文化の大切さです。ホストシスターがフラダン
スを習っており、またそのいとこもウクレレをやっていて、
生活の中でハワイ語を聞く機会もありました。自分たちか
ら積極的に文化に触れ、大切にすることが大事だと改めて
思いました。

　このプログラムを通して、語学力が身に付
いたと感じています。ハワイに訪れたとき、
当初はみんなの英語についていくのに精いっ
ぱいだったのですが、徐々に慣れていき、み
んなとたくさん話すことができるようになり
ました。私のカタコトの英語を真剣に聞いて
くれるのが嬉しかったです。英語が苦手な私
でもできたので、たくさんの人にチャレンジ
して欲しいです。この経験を生かして、将来、
海外で活躍する職業に就きたいと思います。

佐久本 莉子さん（2年） 比嘉 憂乃さん（2年）

窪 優月さん（2年）

13 12広報くめじま 2019　4月号 広報くめじま 2019　4月号



公立久米島病院だより
☎985－5555
受付時間／午前8時30分～11時
　　　　　午後1時～4時

４・５月の休診日：毎週日曜・月曜、４月30日（火）５月１日（水）３日（金）４日（土）７日（火）
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Ｔ
）」
の
リ
ハ
ビ
リ

ス
タ
ッ
フ
が
交
代
で
月
１
回
来

島
し
、
病
院
で
１
日
療
育
外
来

を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。「
療

育
」
と
い
う
の
は
発
達
障
害
や

運
動
器
障
害
な
ど
に
よ
り
日
常

生
活
で
困
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
生
活
ス
キ
ル
を
一
緒
に
練

習
す
る
こ
と
で
す
。

　

実
は
大
都
市
で
も
か
な
り
の

待
機
期
間
を
要
し
た
り
、
高
い

料
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

か
っ
た
り
と
、
十
分
な
療
育
を

受
け
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い

で
す
。
ま
し
て
や
、
僻
地
で
は

そ
の
よ
う
な
機
会
は
本
当
に
少

な
く
、
僻
地
に
お
け
る
発
達
支

援
の
大
き
な
壁
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
久
米
島
病
院

と
島
は
ち
の
協
力
、
そ
し
て
久

米
島
町
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
得

て
、
今
回
「
久
米
島
で
日
本
の

最
先
端
の
療
育
を
受
け
る
」
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

２
月
に
島
は
ち
の
所
長
で
あ

る
小
沢
浩
先
生
に
よ
る
講
演
会

「
い
の
ち
の
授
業
」
が
仲
里
庁
舎

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
人
一
人

の
奇
跡
的
な
「
い
の
ち
」
の
誕

生
の
物
語
を
紹
介
し
、
あ
る
面

か
ら
見
る
と
「
障
害
」
で
も
別

の
側
面
で
は
そ
れ
は
「
素
晴
ら

し
い
能
力
」
か
も
し
れ
な
い
こ

と
。
人
間
は
平
等
で
は
な
い
け

ど
「
与
え
ら
れ
た
環
境
と
能
力

の
中
で
幸
せ
を
求
め
る
権
利
は

皆
平
等
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と

な
ど
を
愛
情
た
っ
ぷ
り
に
話
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
療

育
は
家
族
に
力
強
い
安
心
を
与

え
る
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
強

調
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
療
育
外
来
の
機
会
は

限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
勉
強
会

な
ど
を
通
し
て
「
島
の
支
援
者

を
支
え
・
力
づ
け
る
」
と
い
う

こ
と
も
今
回
の
事
業
の
大
き
な

目
標
で
す
。
久
米
島
町
＆
島
は

ち
で
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、

島
の
困
っ
て
い
る
子
ど
も
と
そ

の
ご
家
族
に
、少
し
で
も「
安
心
」

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
応
援
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

消消 防防 だだ
よよ りり

（　）は、平成31年累計

・救　急 ……………20件 （  60件） 
・火　災 …………… 0件 （   1件）
・救　助 …………… 0件 （   0件）

・風水害 …………… 0件 （  0件） 
・捜　索 …………… 0件 （  1件）
・その他 …………… 0件 （  2件）

2月出動状況

　2月12日消防本部内において、
消防活動効果確認訓練を実施しま
した。この訓練は建物火災の基本
防ぎょ体系を確立し、要救助者を
救出するまでの活動を安全・確実・
迅速に行い、火災現場における基
本的な活動要領の習得を目的とし
ています。
　大切なものを一瞬で奪ってしまう恐ろしい火災。町民の皆さんの生
命、身体及び財産を火災から守るため、常日頃から訓練に励み、より
一層これからも技術の向上に努め、精進してまいりたいと思います。

　「忘れてない？財布にスマホに火の確認」を平成30年度全国統一
防火標語とし、３月１日～７日までの間、春季全国火災予防運動
を実施しました。
　火災予防運動期間中は、久米島紬観光レディ「嘉手苅亜由子さ
ん」による一日消防長の特別点検や防火対象物・危険物施設立入
査察を行ったほか、消防団を中心とした林野火災防ぎょ訓練など
を行いました。

合計……… 20件 （64件）

※火災の早期発見と『逃げ遅れ』を防ぐために住宅用火災警報器を設置しましょう。
住宅用火災警報器の交換の目安は10年です。定期的に作動の確認をしましょう。
　○消防法及び久米島町火災予防条例により、すべての住宅に火災警報器の設置が義務づけられま
した。

※火入れを行う地域の皆さんは必ず消防本部まで連絡するようお願いします。
※火事・救急・救助は119番へお願いします。

平成30年度 消防活動効果確認訓練平成30年度 消防活動効果確認訓練

平成31年 春季全国火災予防運動

▲一日消防長▲林野火災防ぎょ訓練

消防
フェア

期 日 ５月11日 土
時 間 14時～

※３on３は13時～
場 所 消防本部
予備日 5月18日

小児科外来についてのお知らせ
４月から水曜日の小児科外来が「午前休診/午後外来」となります。

火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
午前 一般外来 休診 一般外来※ 一般外来 一般外来
午後 一般外来 一般外来 休診／発達外来※※ 一般外来 一般外来

※毎週木曜日11:00 ～ 12:00を「乳幼児の予防接種外来」とします。BCGやロタリッ
クスなど集団接種で行えないワクチン接種の際に、事前予約の上ご利用ください。

※※ 「発達外来」は隔週の木曜日の午後です。予約が必要です。

ごあいさつ
　平成31年3月31日付けで次の職員
が退職致します。在職中は皆さまの
多大なご支援を賜りましたこと、心
より御礼申し上げます。
　また、4月から新しい医師が着任
されますので、今後共ご支援賜りま
すようお願い申し上げます。
　退職者
　　病院長　　深　谷　幸　雄
　　医　師　　田　村　剛　三
　　医　師　　山　城　清　人
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第52回

期日：4月19日 金～21日 日
場所：具志川改善センター
主催：全国ホタル研究会
共催：久米島町・久米島町教育委員会・久米島ホタルの会・新興通り会

　５名以上で構成された団体で、良好な景観の形成のために、次に示
す自主的な活動を行うものを町が認定し、支援する制度です。
■対象行為：久米島町景観計画に沿った活動をおこなう行為とします。

ただし、行為の場所や物が公共性のあるものに限ります。
また、他の助成金の交付を受けてない行為に限ります。

　　　　　　例）・道路沿いの花植え等の緑化活動
　　　　　　　   ・地域のゴミ拾い等の美化活動
■助成金額：一団体20万円以内≪事前にご相談ください。≫
■申込期間：平成31年５月31日（金曜日）

ふるさと納税 ちゅら島づくり 景観形成活動助成制度

▲昨年の実績

久米島ホタルまつり2019
《じんじんロード歩行者天国　15:00 ～ 21:30》

無料体験　・黒糖づくり
　　　　　・乗馬大会(16:00 ～ )

らくがき大会
・道路にお絵かき

屋台もあるよ！

期日：４月19日 金　　
場所：じんじんロード

レク愛好会・婦人会ほか
希望者
球美若獅子太鼓
ガサシワカチャラ
ハラウ フラ オプエナ 久米島
Sista-K
Back four stans
ククナオカラ
ミ―ヤーズ
具志川苦愛(クラブ)
島ぐくる

歌・踊り
カラオケ大会
和太鼓
ダンスアンサンブル
フラ
レゲエライブ
バンド
フラ
バンド
バンド
民謡ライブ

出　　　演演　　目

東シナ海にそそぐせせらぎで ホタルの光と潮騒の饗宴

4/19 金 久米島ホタルまつり
 ホタル観察会
4/20 土 研究発表・交流会
4/21 日 エクスカーション

スケジュール

全国ホタル研究会 沖縄久米島大会

2017年にリリースした「JUST LIKE 
YOU」は映画たいようのドロップキッ
ク主題歌に。命を繋ぐをコンセプトに
した楽 曲「ONE LIFE SONG」は
久米島観光応援ソングに。2019年
から活動を世界に広げている。

Sista-K（シスタケイ）
ジャパニーズ レゲエ シンガー

ゴールデンウィークの営業等情報
明仁天皇の退位と、皇太子さまの即位に伴い、今年のゴールデンウィークは前後の土日を含め、４月 27日か
ら５月６日までの 10連休となります。公共施設などの営業については下記の通りです。

施 設 名 電話番号 4/27 28 29 30 5/1 ２ ３ ４ ５ ６
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

久 米 島 町 役 場 985-7121 × × × × × × × × × ×
中 央 保 育 所 985-8113 〇 × × × × × × × × ×
葬 祭 場 985-7842 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ゴ ミ 収 集 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
クリーンセンター 985-8646 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
リサイクルセンター 896-8266 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
ホ タ ル ド ー ム 985-3301 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
パークゴルフ場 987-0086 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
博 物 館 896-7181 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
ホ タ ル 館 896-7100 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ウ ミ ガ メ 館 985-7513 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ユ イ マ ー ル 館 985-8333 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
バ ー デ ハ ウ ス 985-8600 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
公立久米島病院 985-5555 〇 × × × × 〇 × × × ×

都合により予告なく変更になることもありますがご了承ください。

　期間中、久米島町役場は閉庁となりますが、休日の場合でも戸籍届（死亡届、婚姻届けなど）は受領できます。
ただし、担当職員は待機していないため、事前にお電話（985-7123）ください。

平成31年度沖縄県ひとり親家庭高校生等通学サポート実証事業

児童扶養手当又は母子及び父子家庭等医療費助成受給世帯の高校生
（生活保護受給世帯は対象外）

バス通学費が半額になります
対　象　者

（公社）沖縄県母子寡婦福祉連合会　　　　　　☎ 098―887―4099
【沖縄県担当】沖縄県青少年・子ども家庭課　　☎ 098―866―2174

申 請 先
お問合せ

普通運賃の半額（県が発行する割引カードを商工観光課に
提示すると、専用のきっぷを発行します）

割引内容

2019年４月１日 ～ 2020年１月31日まで申請期間

認定を受けた日 ～ 2020年３月31日まで割引期間

事業効果検証のためのアンケート提出ご利用条件

※申請後、割引カードの発行まで約１ヶ月かかります。
①申請書                        　　　　　②母子及び父子家庭等医療費助成受給者証のコピー
③学生証のコピー又は在学証明書　　④アンケート
※申請書類は沖縄県青少年・子ども家庭課
　ホームページよりダウンロード可能

必要書類
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目指せ！健康あいらんど久米島

　日本人の食事摂取基準では野菜を1日350g以上摂
取することが望ましいと言われています。しかし、
健康おきなわ21（2次）の中間報告では沖縄県民の
野菜摂取量は1日272.2gで、基準量を満たしていま
せん。
　野菜にはビタミン、食物繊維が多いことはよく知
られていますが、最近注目されているのが「ファイ
トケミカル」です。
　「ファイト」はギリシャ語で「植物」という意味。「ケ
ミカル」は「化学成分」という意味です。植物が作
り出した天然の機能性成分のことで、野菜や果物に
含まれる色素や香り、辛み、苦みなどの成分で、次
の3つの作用があります。

■抗酸化作用
　体をサビさせない作用・血管や皮膚の老化を防ぐ。

■抗がん作用
　発がん物質に対抗し免疫細胞を活性化させる。

■免疫の増強・調整作用
　免疫細胞の数を増やし働きを強化する。
　免疫のバランスを整える。

　スープにすると野菜のファイトケミカルの8～9割
が溶け出ます。スープを飲むことでファイトケミカ
ルを効率よく摂取することになります。

〈ファイトケミカルスープの作り方〉
　キャベツ、玉ねぎ、にんじん、
かぼちゃ４種の野菜が基本です。
野菜や果物の皮や種の部分に
ファイトケミカルが多く含まれ
ています。

①野菜を100gずつ一口大の大きさに切ります
（400g＝一人1日分の野菜）、にんじん、かぼちゃ
は皮付きのままで使います。
②①を鍋に入れ、野菜が野菜が隠れるくらいの水（約
１ℓ）を加える。鍋はホーロー製のものなど、ふ
たがしっかりできるものがおすすめです。
③有効成分が飛ばないようにふたを閉め、強火にか
ける。沸騰したら火を弱めて、ふたをしたまま約
20分煮る。

《味つけ》
　調味料は原則として一切加えません。野菜本来の
甘みと旨味でおいしく味わえるでしょう。
味にアクセントが欲しいときは、食べる前にコショ
ウ、カレー粉、みそ、しょうゆなどを加えたりします。
《旬の野菜を追加》
　基本のスープは、キャベツ、玉
ねぎ、にんじん、かぼちゃを使い
ますが、トマトやセロリなど、ほ
かの野菜と入れ替えたり、加えた
りしてもかまいません。

　平成31年度も小児慢性特定疾病患者、指定難病患者、
がん患者等に対して島外医療機関へ通院する渡航費の
一部助成を行います。
■対象者
・難病の患者に対する医療等に関する法律に基づき沖縄
県が交付する受給者証を有する者
・児童福祉法に基づき沖縄県が交付する小児慢性特定
疾病医療受給者証の交付を受けている者
・悪性新生物（ガン）に罹患している者であり、かつ、
本町以外の医療機関での通院治療が必要と医師が認
めた者
・本町において治療ができず、島外の専門の医療機関で
の治療を必要とする児童で町長が特に必要と認めた者

【付添人】
★対象者が未成年の場合
★対象者が身体障がい者手帳また
は介護認定証をお持ちの場合

★特別な理由があり、医師が付添
人が必要と認めた場合

≪申請について≫
　申請を受ける際は、医師の記載を必要とする意見書
（島外の医療施設における治療等の必要性に係る意見
書）の提出が必要となります。初回申請時必要となり
ますので事前に福祉課でお受け取りください。また、
前年度助成を受けた方も、年度毎に意見書の提出が必
要となりますのでご留意ください。
※事業詳細は福祉課までお問い合わせください。

野菜を食べよう！
～5月の健診まであと1か月！ 「野菜スープ」のある生活を～

難病患者等 渡航費助成について

お問合せ　福祉課☎985－7124

月
火

水
木

金
土

日
1

2
3

4
5

6
7

体
操
教
室

午
前

仲
地
公
民
館

ホ
タ
ル
ド
ー
ム

宇
江
城
公
民
館

比
嘉
公
民
館（
仮
）

西
銘
公
民
館

午
後

社
協
会
議
室

比
嘉
公
民
館

銭
田
公
民
館

ホ
タ
ル
ド
ー
ム

真
謝
公
民
館

SM
A
P

〇
〇

〇
×

〇
×

〇
8

9
10

11
12

13
14

体
操
教
室

午
前

仲
地
公
民
館

ホ
タ
ル
ド
ー
ム

宇
江
城
公
民
館

比
嘉
公
民
館（
仮
）

西
銘
公
民
館

午
後

社
協
会
議
室

比
嘉
公
民
館

銭
田
公
民
館

ホ
タ
ル
ド
ー
ム

真
謝
公
民
館

SM
A
P

〇
〇

〇
×

〇
×

〇
15

16
17

18
19

20
21

体
操
教
室

午
前

仲
地
公
民
館

ホ
タ
ル
ド
ー
ム

宇
江
城
公
民
館

比
嘉
公
民
館（
仮
）

西
銘
公
民
館

午
後

社
協
会
議
室

比
嘉
公
民
館

銭
田
公
民
館

ホ
タ
ル
ド
ー
ム

真
謝
公
民
館

SM
A
P

〇
〇

〇
×

〇
×

〇
22

23
24

25
26

27
28

体
操
教
室

午
前

仲
地
公
民
館

ホ
タ
ル
ド
ー
ム

宇
江
城
公
民
館

比
嘉
公
民
館（
仮
）

西
銘
公
民
館

午
後

社
協
会
議
室

比
嘉
公
民
館

銭
田
公
民
館

ホ
タ
ル
ド
ー
ム

真
謝
公
民
館

SM
A
P

〇
〇

〇
×

〇
×

〇
29

30
1

2
3

4
5

体
操
教
室

午
前

仲
地
公
民
館

ホ
タ
ル
ド
ー
ム

宇
江
城
公
民
館

比
嘉
公
民
館（
仮
）

西
銘
公
民
館

午
後

社
協
会
議
室

比
嘉
公
民
館

銭
田
公
民
館

ホ
タ
ル
ド
ー
ム

真
謝
公
民
館

SM
A
P

〇
〇

〇
×

〇
×

〇
6

7
8

9
10

11
12

体
操
教
室

午
前

仲
地
公
民
館

ホ
タ
ル
ド
ー
ム

宇
江
城
公
民
館

比
嘉
公
民
館（
仮
）

西
銘
公
民
館

午
後

社
協
会
議
室

比
嘉
公
民
館

銭
田
公
民
館

ホ
タ
ル
ド
ー
ム

真
謝
公
民
館

SM
A
P

〇
〇

〇
×

〇
×

〇

午
前

の
部

…
…

９
：

30
〜

11
：

30
午

後
の

部
…

…
13

：
30

〜
15

：
30

お
問

合
せ

　
福

志
士

会
 ☎︎

98
5ー

77
70

お
問

合
せ

　
☎︎

85
1-

30
98

体
操
教
室

実
施
時
間

平
日

　
11

：
30

〜
20

：
00

日
曜

　
９：

00
〜

17
：

30
SM
A
P

利
用
時
間

4月
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

※
開

催
場

所
や

日
程

を
変

更
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

、初
め

て
通

う
方

は
福

志
士

会
ま

で
お

問
合

せ
く

だ
さ

い
。T

EL
：９

８
５

－７
７

７
０（

福
志

士
会

）
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■
無
料
法
律
相
談

内
容　

財
産
、
相
続
、
金
銭
、
貸
借
、
契

約
な
ど
の
法
律
問
題

日
時　
４
月
12
日
（
金
）・
５
月
10
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所　
仲
里
庁
舎
１
階
会
議
室

※
予
約
制
と
し
ま
す
。

　

当
日
受
付
も
行
い
ま
す
が
、
予
約
の
方

が
優
先
と
な
り
ま
す
。

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分

お
問
合
せ

総
務
課　

☎
９
８
５

−

７
１
２
１

■
自
動
車
事
故
被
害
者
救
済
制
度

　
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
介
護
料
支
給
の
ご
案
内

　

国
土
交
通
省
及
び
独
立
行
政
法
人
自
動

車
事
故
対
策
機
構
で
は
自
動
車
事
故
被
害

者
に
対
し
、
介
護
料
の
支
給
を
行
っ
て
い

ま
す
。

対
象
と
な
る
方

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
「
脳
」「
脊
髄
」

ま
た
は
「
胸
腹
部
臓
器
」
を
損
傷
し
た
こ

と
に
よ
り
重
度
な
後
遺
障
害
が
残
り
、
日

常
生
活
動
作
に
つ
い
て
「
常
時
」
又
は
「
随

時
」
の
介
護
が
必
要
な
方

介
護
料
の
支
給

月
額　

２
９
，
２
９
０
円
〜

　
　
　

１
３
６
，
８
８
０
円

※
介
護
に
要
し
た
費
用
の
額
に
応
じ
て
、
受

給
資
格
ご
と
に
支
給
額
は
変
わ
り
ま
す
。

※
介
護
保
険
、
労
災
保
険
の
介
護
（
補
償
）

給
付
等
と
の
併
給
不
可
。

　

支
給
を
受
け
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

沖
縄
支
所　

☎
９
１
６

−

４
８
６
０

■
琉
球
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
配
信
授
業

　
海
洋
の
科
学

　

海
か
ら
様
々
な
恩
恵
を
受
け
る
一
方
で

海
は
災
害
を
引
き
起
こ
す
怖
い
存
在
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
授
業
で
は
海
の
い
ろ
い

ろ
な
側
面
に
つ
い
て
学
び
、
海
へ
の
理
解

を
深
め
ま
す
。

開
校
日　

４
月
10
日
か
ら
７
月
24
日
ま
で

の
毎
週
水
曜
日

※
５
月
29
日
は
休
講
と
な
り
、
６
月
15
日

（
土
）
が
開
校
と
な
り
ま
す
。

時
間　
午
後
７
時
40
分
〜
９
時
10
分

場
所　
（
久
米
島
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
　
　

具
志
川
改
善
セ
ン
タ
ー

申
込
み
・
お
問
合
せ
先

琉
大
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス

事
業
本
部　
　

☎
８
９
５

−

８
０
８
５

■
久
米
島
ホ
タ
ル
ま
つ
り

期
日　
４
月
19
日
（
金
）

時
間　
午
後
４
時
〜

場
所　
じ
ん
じ
ん
ロ
ー
ド

■
消
防
フ
ェ
ア

日
時　
５
月
11
日
（
土
）

時
間　
午
後
２
時
〜

場
所　
久
米
島
消
防
本
部

　

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

久
米
島
町
育
英
会
へ

　

中
村
昌
昭
様
よ
り　

10
万
円

　

故 

中
村
カ
メ
様
の
香
典
返
し
と
し
て

相
談

お
知
ら
せ

講
座

イ
ベ
ン
ト
・
行
事

寄
付

4/1  〜 5/10  の主な日程
1 月 ・区長会

3 水 ・保育所(公立)入所式

7 日 ・ハテの浜クリーンアップ

8 月 ・小中学校始業日
・高校入学式

9 火 ・小中学校入学式

10 水 ・幼稚園入園式

12 金 ・無料法律相談(P20参照)

15 月 ・にっぽん丸入港

19 金 ・全国ホタル研究会沖縄久米島大会 (P16参照)
・久米島ホタルまつり(P16参照)

20 土 ・全国ホタル研究会沖縄久米島大会(P16参照)

21 日 ・全国ホタル研究会沖縄久米島大会(P16参照) 
・集落外清掃

25 木 ・農業委員会総会

27 土 ・メーデー (予定)

29 月 昭和の日

30 火 国民の休日

5月
1 水 即位の日

2 木 国民の休日

3 金 憲法記念日

4 土 みどりの日

5 日 こどもの日

6 月 振替休日

7 火 ・区長会

8 水 ゴーヤーの日

10 金 ・無料法律相談(P20参照)

平成31年度の主な行事予定を紹介します。
月 日 内　　容
4 7 (日) ハテの浜クリーンアップ

19 (金)～21 (日) 全国ホタル研究会 沖縄久米島大会
19 (金) 久米島ホタルまつり

5 25 (土) 宜野湾～久米島ヨットレース
6 6 (木) 爬龍船大会（鳥島、真泊）

9 (日) Sea Water Dream フェスティバル
9 (日) 爬竜船大会(儀間)
12 (水) 【記念日】久米島海洋深層水の日
17 (月) 真謝稲穂祭全島角力大会(旧暦5月15日)
23 (日) 慰霊祭

7 14 (日) 同期対抗ソフトボール大会
15 (月) (東京)球美友結の会
21 (日) 久米島の久米仙杯パークゴルフ大会
27 (土) 儀間志良堂杯角力大会(旧暦6月25日)
28 (日) 謝名堂南謝門全島角力大会(旧暦6月26日)

8 3 (土)～ 4 (日) 久米島まつり
14 (水) 旧盆エイサー
15 (木) 旧盆エイサー
25 (日) 西銘全島角力大会

9 3 (火) 【記念日】久米島観光の日（球美の日）
3 (火) 仲地全島角力大会(旧暦8月5日)
6 (金) 肉用牛共進会
13 (金) 兼城獅子舞（旧暦8月15日）
14 (土) 久米島古典民謡大会
27 (金)～28 (土) ハワイアンフェスティバル

10 6 (日) 町民運動会
27 (日) 久米島マラソン

11 16 (土)～20 (水) 古武術 国際セミナー
22 (金) 民俗芸能発表会
23 (土) 日本一の久米島車エビフェスタ
24 (日) 久米島シュガーライド
30 (土) ガサシワカチャラ 久米島公演

12 1 (日) 産業まつり
6 (金)～ 8 (日) (那覇市)久米島観光・物産と芸能フェア 

1 7 (火) 新年会
9 (木) 消防出初式
12 (日) 成人式
18 (土)～19 (日) 久米島のんびりウォーク
25 (土)～26 (日) 新春書道展

2 1 (土) 楽天イーグルス　春季キャンプ（予定）
6 (木) 【記念日】久米島紬の日
16 (日) ヤングフェスティバル
23 (日) 町長杯・JAL JTAカップパークゴルフ大会

3 4 (水) さんしん日
※都合により変更・中止になることもありますがご了承くださ

い。(久米島町)

表
紙
の
写
真

「
鮮
や
か
に
咲
き
誇
る

ク
メ
ジ
マ
ツ
ツ
ジ
」

　
だ
る
ま
山
遊
歩
道
に
毎
年
鮮

や
か
な
朱
色
の
花
を
つ
け
る
ク
メ

ジ
マ
ツ
ツ
ジ
。
久
米
島
固
有
の
ツ

ツ
ジ
で
、
花
や
葉
が
小
さ
い
の
が

特
徴
。
樹
幹
を
覆
う
よ
う
に
花
が

密
生
し
て
い
て
、
遠
く
か
ら
で
も

そ
の
存
在
感
は
絶
大
！
４
月
中
旬

ま
で
が
見
頃
か
も
。
さ
ぁ
、
今
す

ぐ
だ
る
ま
山
へ
で
か
け
よ
う
！

【お問合せ先】久米島紬事業協同組合　☎985-8333

後世に伝えたい「久米島紬」の技法を身につけませんか？
平成31年度後継者育成 研修生募集

【応募条件】
①久米島町に居住する方　
②研修終了後は紬組合員に加入すること
③研修終了後、久米島町に在住し、久米島紬
の制作に携われる方

【申込締切】平成3１年５月１５日（水）
【面 接 日】書類審査後、個別に通知

【申込場所】久米島紬事業協同組合
　　　　　 （ユイマール館内）
【定　　員】６名
【提出書類】
①久米島紬後継者育成事業研修申込書
　＊紬組合に備え付けております。
②住民票　　③写真１枚（3.5×３cm）

那覇空港旅客ターミナル国内線の利用者に対して、３月31日より旅客取扱
施設利用料（PSFC）が導入されます。

出発・到着それぞれ一人当たり（消費税込み）
大人／ 120円（満12歳以上）　小人／ 60円（満3歳以上12歳未満）

３月31日から
那覇空港の施設利用料が導入されます。

金額

オンチケット方式
航空旅客が航空券を導入する際に航空券に含めて同時に徴収

徴収
方法
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・全国ホタル研究会沖縄久米島大会のお知らせ

TOPICS
人口の推移
平成31年2月末現在

男 4,161人

女 3,685人

計 7,846人

3,967世帯

2019

定
期
便
り

第 35号
今 月 の 担 当

上月 幸雄
風の帰る森 事務局

　
新
年
度
を
迎
え
風
の
帰
る
森
（
以

下
、
風
森
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗

と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

▼
本
館
工
事
に
つ
い
て

　
本
館
工
事
と
周
辺
整
備
に
つ
い
て

は
本
年
度
中
の
完
了
を
目
標
に
進
め

て
お
り
ま
す
。
現
在
、
銭
田
森
林
公

園
に
は
日
々
様
々
な
業
者
の
方
が
出

入
り
し
て
お
り
、
内
外
装
の
仕
上
げ

に
勤
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
周
辺
整
備

は
、
進
入
道
路
や
駐
車
場
の
整
備
が

始
ま
る
予
定
で
す
。

▼
運
営
に
つ
い
て

　
一
般
社
団
法
人
久
米
島
風
の
帰
る

森
が
運
営
組
織
と
し
て
事
業
構
築
を

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
子
ど
も
た
ち

が
日
常
的
に
集
ま
る
場
と
し
て
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
準
備
や
、
親

子
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
居
場
所

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
宿
泊
や

図
書
イ
ベ
ン
ト
な
ど
）
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
に
、
飲
食
や
物
販
の
準
備

も
進
め
て
い
ま
す
。

　
よ
り
現
実
的
な
収
支
計
画
や
持
続

可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
定
し
、
人

員
体
制
も
整
え
て
い
く
１
年
に
な
り

ま
す
。
支
援
者
に
蒔
い
て
い
た
だ
い

た
「
風
の
帰
る
森
」
と
い
う
種
を
時

間
を
か
け
て
丁
寧
に
育
て
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
町
民
の
皆
さ
ま

に
風
森
の
活
動
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
を
一
つ
で
も
多
く
作
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

お問合せ プロジェクト推進課 ☎098-985-7141
風の帰る森はwebサイトにて進捗情報を発信しております！
URL :  http://kazenokaerumori.com 　　 　　@kazenokaerumori   　　　　kazenokaerumori 

一般社団法人 久米島風の帰る森　kazemoristaff@gmail.com

△本館施設完成イメージ図

　農業委員会総会（許認可業務の審議会）が開催されました。
　町農業委員会では、２月25日仲里庁舎において、平成30年度第11回農業委員会総会を開催し、
申請のありました案件を審議しました。
　①　農地法第３条の規定による許可申請　　　　　→２件　審議の結果許可されました。
　②　農用地利用集積計画（案）に係る意見について→３件　審議の結果許可されました。

平成31年度第１回（４月）農業委員会総会の開催日　→　４月25日（木）
許可申請書及び届出書等の申請締め切り日　　　　　 →　４月15日（月）

お問合せ　農業委員会
☎985－7134


